
住宅用火災警報器アンケート調査結果

①アンケート回答数

平成２３年６月１日に住宅用火災警報器（以下、警報器）の設置が義務付けとなり、令和３年６月で

１０年を迎えました。

これに伴い小平消防署では、令和３年７月に小平地区町内会及び鬼鹿地区町内会を対象に、警報器の

維持管理に関するアンケート調査を実施させていただきましたので、調査結果を公表致します。

警報器は、かけがえのない家族の命や大切な財産を守る重要な役割を果たしています。未設置世帯に

ついては早期設置をお願いすると共に、設置世帯については維持管理に努め住宅防火の推進にご協力お

願いします。

回答

750

未回答.未記入

261

小平・鬼鹿地区対象世帯数：１０１１件

戸建（持家）

449
戸建（賃貸）

47

共同住宅（持家）

2

共同住宅（賃貸）

252

居住形態別件数（回答件数分）

②住居居住形態

全部設置

439

59%

部分設置

234

31%

未設置

77

10%

設置状況（回答件数分）

③警報器設置状況

※全部設置

火災予防条例の基準に従い、対象全箇所に設置

している。（寝室、階段の必要部分）

※部分設置

火災予防条例の基準に従い、対象箇所の一部に

設置している。（寝室のみなど）

※未設置

警報器を設置していない。

④警報器の経過年数

１０年経過

207

31%

設置から

１０年未満

214

32%

設置から１０年

未満(交換済)

90

13%

不明

162

24%

警報器設置からの経過年数

⑤警報器の動作確認状況

実施

(半年以内)
166
25%

実施

(アンケート時)
123
18%

未実施
314
47%

不明
70
10%

直近半年間での動作確認実施状況

⑥警報器動作確認結果

異常なし
287
42%

異常あり
6
1%

未実施
308
46%

不明
72
11%

動作確認結果 ※異常あり６件の内訳※

・電池切れ ～３件

・その他故障 ～３件
本調査で異常ありは「６件（１％）」と

なっておりますが、未回答及び小平・鬼鹿

地区以外の世帯でも警報器本体の不具合
が発生している可能性がありますので、注

意が必要です！！

～アンケート調査結果を踏まえて～
本アンケート調査結果から、「全部設置」及び「部分設置」を合わせると約９割と高い水準で設

置率は維持されています。（小平町全体では「設置率９６．５％」～令和２年度調べ）

しかしながら、動作確認の実施率が４割弱となっており、実際に火災が起きた際、警報器が
作動するか分からない状況となっています。

消防では年２回の動作点検を推奨しておりますが、これから年末を迎えるにあたり大掃除の際や

また、ご自身で点検が難しい場合はお子さんやお孫さんなどが帰町された際に、警報器の動作確認

をして貰いましょう。

小平町内で凄惨な住宅火災を起こさない為にも、町民皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

～警報器の効果～
平成２８年から平成３０年までの３年間における失火を原因とした住宅火災について、警報器の

効果を分析したところ・・・。

～警報器の動作確認方法～
・正常な場合

「警報音」や「正常です」などと音が出ます。

（警報音はメーカーや製品により異なります。）

・電池切れ、故障の場合

「ピッ… ピッ…」「ピッピッピッ… ピッピッピッ…」

正常な場合とは異なる音が鳴ります。

火災・救急・救助は

「１１９」

火災から 生命を 守ろう


